
南
海
ト
ラ
フ
地
震
被
害
に

関
す
る
政
府
の
新
想
定
が
発

表
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災

直
後
に
発
表
さ
れ
た
想
定
を

13
年
ぶ
り
に
見
直
し
た
も
の

だ
。
旧
想
定
発
表
後
の
国
を

上
げ
た
対
策
の
推
進
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
死
者
数
の
減
少

は
わ
ず
か
で
、
経
済
被
害
は

む
し
ろ
増
え
る
と
い
う
結
果

に
な
り
、
関
係
者
に
衝
撃
を

与
え
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の

新
想
定
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

新
想
定
の
位
置
づ
け

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害

想
定
は
、内
閣
府
の
ほ
か
、文

科
省
（
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
）、気
象
庁
な
ど
政
府
の

各
機
関
や
東
京
都
な
ど
各
自

治
体
で
様
々
に
行
わ
れ
て
い

て
困
惑
す
る
が
、
今
回
の
被

害
想
定
（
新
想
定
）
は
、
内

閣
府
に
設
け
ら
れ
た
「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）」に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
政
府
の
公
式
見
解
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
Ｗ
Ｇ
は
、
東
日
本
大

震
災
直
後
の
12
年
に
政
府
の

中
央
防
災
会
議
の
下
に
設
置

さ
れ
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

被
害
想
定
（
旧
想
定
）
を
作

成
し
た
が
、
23
年
に
内
閣
府

の
「
防
災
対
策
実
行
会
議
」

の
下
に
再
設
置
さ
れ
て
、
旧

想
定
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

た
。南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い

て
は
、
今
年
１
月
に
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部
の
地
震
調

査
委
員
会
が
今
後
30
年
以
内

に
発
生
す
る
確
率
を
「
70
～

80
％
」
か
ら
「
80
％
程
度
」

に
引
き
上
げ
て
お
り
、
新
想

定
は
、
そ
の
よ
う
な
切
迫
性

の
増
大
と
能
登
半
島
地
震
の

被
害
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て

作
ら
れ
て
い
る
。

旧
想
定
で
は
、
東
日
本
大

震
災
を
受
け
、
科
学
的
に
考

え
ら
れ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
揺

れ
と
津
波
を
想
定
す
る
方
針

で
作
成
さ
れ
た
。
12
年
８
月

に
揺
れ
や
津
波
に
よ
る
死
者

な
ど
の
被
害
想
定
が
、
13
年

３
月
に
は
経
済
被
害
の
想
定

が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
想
定

を
受
け
、
14
年
３
月
に
は
10

年
で
死
者
を
お
お
む
ね
８

割
、
全
壊
・
焼
失
棟
数
を
お

お
む
ね
５
割
減
ら
す
と
い
う

「
減
災
目
標
」
を
盛
り
込
ん

だ
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災

対
策
推
進
基
本
計
画
（
基
本

計
画
）」
が
策
定
さ
れ
、政
府

や
自
治
体
は
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
地
震
対
策
を
進
め
て

い
た
。

旧
想
定
は
、
死
者
が
最
大

で
32
万
３
千
人
に
な
る
な
ど

凄
ま
じ
い
被
害
を
予
想
し
て

お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
衝

撃
の
直
後
に
作
ら
れ
た
た
め

過
剰
想
定
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
向

き
も
あ
っ
た
が
、
今
回
は
そ

ん
な
懸
念
と
は
無
縁
の
は
ず

で
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
対

策
も
進
ん
で
い
る
は
ず
な
の

に
、
旧
想
定
と
同
水
準
又
は

そ
れ
以
上
の
被
害
が
出
る
結

果
と
な
っ
た
た
め
、
関
係
者

は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

る
。

新
想
定
に
お
け
る
死
者
の
推

計
基
本
計
画
で
は
、
29
都
府

県
７
０
７
市
町
村
が
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、

重
点
的
に
防
災
・
減
災
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
Ｗ
Ｇ

で
は
、
そ
の
進
捗
状
況
、
最

新
の
計
算
モ
デ
ル
、
地
盤
・

津
波
研
究
の
成
果
な
ど
を
反

映
さ
せ
、
能
登
半
島
地
震
の

デ
ー
タ
も
加
味
し
て
新
た
な

被
害
想
定
を
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
新
想
定
に
お
け
る

死
者
数
は
29
万
８
千
人
（
最

大
の
場
合
。
以
下
同
様
。）と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
旧
想
定

（
32
万
３
千
人
）
に
比
べ
て

８
％
し
か
減
っ
て
お
ら
ず
、

目
標
の
「
８
割
減
」
と
は
ほ

ど
遠
い
。

新
想
定
で
は
震
度
６
弱
以

上
の
範
囲
は
神
奈
川
県
か
ら

鹿
児
島
県
ま
で
の
24
府
県
６

０
０
市
町
村
に
渡
り
、
震
度

７
の
揺
れ
は
静
岡
県
か
ら
宮

崎
県
ま
で
の
10
県
１
４
９
市

町
村
に
及
ぶ
。
全
壊
・
焼
失

建
物
は
、
住
宅
耐
震
化
な
ど

の
効
果
に
よ
り
、
旧
想
定
の

２
３
８
万
６
千
棟
か
ら
２
３

５
万
棟
へ
と
わ
ず
か
に
減
っ

た
が
、
依
然
と
し
て
極
め
て

多
い
。
建
物
倒
壊
に
よ
る
死

者
数
は
７
万
３
千
人
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。

死
者
の
う
ち
津
波
に
よ
る

も
の
が
21
万
５
千
人
を
占
め

て
い
る
。
福
島
県
か
ら
沖
縄

県
ま
で
の
長
大
な
地
域
で
３

㍍
以
上
の
津
波
が
到
達
す
る

と
さ
れ
、
13
都
県
で
は
10
㍍

以
上
の
大
津
波
が
襲
う
と
さ

れ
て
い
る
。
最
大
津
波
高
さ

は
高
知
県
の
黒
潮
町
と
土
佐

清
水
市
で
34
㍍
と
さ
れ
、
静

岡
市
や
和
歌
山
県
串
本
町
な

ど
で
は
１
㍍
以
上
の
津
波
が

最
短
２
分
で
到
達
す
る
な

ど
、
避
難
が
極
め
て
困
難
な

と
こ
ろ
も
あ
る
。　
　

ま
た
、
地
形
デ
ー
タ
の
高

精
度
化
が
反
映
さ
れ
、
深
さ

30
㌢
以
上
の
想
定
浸
水
エ
リ

ア
が
旧
想
定
に
比
べ
て
３
割

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

結
果
、
防
潮
堤
や
津
波
避
難

施
設
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て

も
、
犠
牲
者
は
あ
ま
り
減
ら

な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
想
定
死
者

数
は
す
ぐ
避
難
す
る
人
の
割

合
を
20
％
と
設
定
し
て
推
計

さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
割
合

が
70
％
に
な
れ
ば
犠
牲
者
を

９
万
４
千
人
に
大
幅
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。

死
者
数
が
最
大
に
な
る
の

は
風
速
８
㍍
の
冬
の
深
夜
に

地
震
が
発
生
し
た
場
合
で
、

地
震
火
災
に
よ
る
死
者
が
約

３
千
５
百
人
と
な
り
、
首
都

圏
へ
の
影
響
も
大
き
い
東
海

地
方
の
被
害
が
大
き
く
な
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー

ス
で
は
都
府
県
別
の
死
者
は

静
岡
県
が
最
多
で
10
万
１
千

人
と
な
っ
て
い
る
。

死
者
29
万
８
千
人
は
津
波

や
建
物
倒
壊
な
ど
に
よ
る
直

接
死
だ
が
、
こ
れ
と
は
別

に
、
今
回
初
め
て
避
難
生
活

に
伴
う
体
調
悪
化
な
ど
で
生

じ
る
震
災
関
連
死
が
試
算
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
大
地
震

の
避
難
者
数
や
東
日
本
大
震

災
、
能
登
半
島
地
震
で
の
震

災
関
連
死
の
状
況
な
ど
を
基

に
推
計
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

そ
の
数
は
２
万
６
千
人
～
５

万
２
千
人
（
東
日
本
大
震
災

の
13
倍
以
上
）
と
な
っ
て
い

る
。

や
津
波
が
広
域
で
発
生
し
、

膨
大
な
数
の
死
者
や
建
物
被

害
、
全
国
的
な
生
産
・
サ
ー

ビ
ス
活
動
へ
の
影
響
等
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
す
る
。
被

害
形
態
は
多
岐
に
わ
た
り
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影

響
等
、
内
・
外
の
主
要
産
業

に
も
影
響
が
あ
る
。
東
京
な

ど
大
都
市
の
中
心
市
街
地
で

は
、
地
震
の
揺
れ
は
震
度
５

強
程
度
で
も
、
高
層
ビ
ル
の

長
周
期
地
震
動
に
よ
る
被
害

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
等
が

発
生
し
、
沿
岸
部
の
工
業
地

帯
で
は
、
工
場
や
港
湾
の
被

災
に
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
寸
断
や
地
域
経
済
の

停
滞
が
発
生
す
る
。

新
想
定
で
は
、
建
物
や
施

設
の
直
接
的
被
害
は
最
大
２

２
４
兆
９
千
億
円
で
、
生
産

力
の
低
下
に
よ
る
影
響
を
加

え
る
と
２
７
０
兆
３
千
億
円

と
推
計
さ
れ
、
旧
想
定
の
２

１
４
兆
２
千
億
円
に
比
べ
て

56
兆
１
千
億
円
増
え
て
い

る
。
新
た
な
経
済
被
害
額
に

熊
本
地
震
や
能
登
半
島
地

震
で
は
、
直
接
死
よ
り
も
震

災
関
連
死
が
多
か
っ
た
。
学

校
の
体
育
館
な
ど
の
固
い
床

の
上
に
薄
い
マ
ッ
ト
を
敷
い

た
程
度
で
雑
魚
寝
し
、水
、食

料
が
不
足
す
る
中
、
ト
イ
レ

が
汚
れ
て
衛
生
環
境
が
極
め

て
悪
く
、
医
療
体
制
の
支
援

も
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
が

大
き
な
原
因
だ
ろ
う
。「
避
難

所
と
は
そ
う
い
う
も
の
」
と

い
う
「
常
識
」
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
国
際
基
準
か
ら
取
り
残

さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

な
お
、
地
震
後
の
避
難
者

の
数
は
旧
想
定
の
９
５
０
万

人
か
ら
、１
２
３
０
万
人（
地

震
１
週
間
後
）
に
増
え
て
い

る
。南

海
ト
ラ
フ
全
域
に
渡
っ

て
一
挙
に
大
地
震
が
起
こ
る

の
も
恐
ろ
し
い
が
、
時
間
差

を
お
い
て
発
生
す
る
地
震

（
い
わ
ゆ
る
「
半
割
れ
ケ
ー

ス
」）
も
、そ
れ
に
勝
る
と
も

劣
ら
ず
厄
介
で
あ
る
。
半
割

れ
ケ
ー
ス
の
場
合
、
後
発
地

震
へ
の
備
え
の
た
め
応
援
部

隊
の
活
動
が
大
き
く
制
限
さ

れ
る
。

先
発
地
震
に
よ
る
建
物
損

傷
が
修
繕
さ
れ
な
い
ま
ま
後

発
地
震
が
発
生
す
る
と
、
揺

れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
は
増
大

し
、
単
独
で
発
生
す
る
よ
り

揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
は
約

31
千
棟
増
加
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
先

発
地
震
に
よ
り
即
時
避
難
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
被
災
の
影

響
を
加
え
る
と
２
９
２
兆
円

に
上
り
、
国
家
予
算
（
25
年

度
１
１
５
兆
２
千
億
円
）
の

２
・
５
倍
に
も
な
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、

東
京
都
区
部
の
震
度
は
５
強

程
度
、
津
波
の
高
さ
は
３
㍍

程
度
で
い
ず
れ
も
東
日
本
大

震
災
と
同
程
度
で
あ
る
。
東

京
近
辺
に
住
ん
で
い
る
人
に

と
っ
て
は
何
と
か
な
り
そ
う

だ
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
経
済
被
害
の
想
定
を
見

る
と
、
そ
う
は
行
か
な
い
よ

う
だ
。

１
７
５
５
年
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
・
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
が
、

大
航
海
時
代
に
栄
華
を
極
め

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
「
失
わ
れ

た
２
５
０
年
」
に
突
入
さ
せ

る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
政
府
も

国
民
も
、
本
気
で
震
災
対
策

に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

重
要
性
が
浸
透
す
る
と
、
後

発
地
震
時
の
津
波
に
よ
る
死

者
は
減
少
す
る
と
考
え
ら

れ
、
単
独
で
発
生
す
る
よ
り

津
波
に
よ
る
死
者
は
約
53
千

人
減
少
し
、
事
前
避
難
を
行

え
ば
、
死
者
は
さ
ら
に
約
12

千
人
減
少
す
る
と
も
推
計
さ

れ
て
い
る
。

凄
ま
じ
い
被
害
に
日
本
は
保

つ
の
か

新
想
定
の
内
容
を
死
者
数

に
着
目
し
て
紹
介
す
る
と
以

上
の
と
お
り
だ
が
、
新
想
定

で
は
、
大
地
震
に
伴
っ
て
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
項

に
つ
い
て
、
旧
想
定
以
上
に

様
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
て

定
量
的
に
示
し
て
お
り
、
そ

の
項
目
は
表
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
紙
面

で
は
と
て
も
紹
介
し
き
れ
な

い
が
、
項
目
を
見
る
だ
け
で

も
、
果
た
し
て
日
本
は
こ
れ

に
対
応
で
き
る
の
か
心
配
に

な
る
。

新
想
定
で
は
、
強
い
揺
れ

南
海
ト
ラ
フ
地
震
被
害
の
新
想
定

地
水
火
風
牧
野
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